





























Research on Kijiya Woodworkers and Rokuro Wood Lathes
in Shikoku, Kyushu and Okinawa
Abstract：The kijiya woodworkers who make unvarnished wooden bases for bowls belong to an 
age-old trade in Japan dating back to a time before the early modern period. Rokuro wood lathes 
used as a tool also have a long history. It is said the kijiya woodworkers lived in mountain areas 
throughout Japan, moving from one place to another looking for wood, although not every aspect 
of their migratory lifestyle has been revealed. Shrines in a remote district of Eigenji Town (part 
of Higashi-omi City today) in Shiga Prefecture maintained nationwide control over the 
woodworkers since the early Edo period, handing out rolled paper licenses for pursuing the kijiya 
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profession, collecting donations from them, and leading them to adopt the surname of Ogura. The 
shrines’ practices also added distinctive features to the kijiya history.
　This research aims to highlight the history of the art and migratory lifestyle of the kijiya and 
focuses on the rokuro wood lathes. Shikoku, Kyushu and Okinawa where we conducted research 
are situated far from Omi Province where the supervising shrines were located, so we expected 
our findings on the kijiya history to be less substantial in these regions. However, documents on 
four rokuro lathes and materials relating to the regions’ respective local histories revealed that 
each region had its own unique culture of making wooden bases in response to its geographical 
setting, contrasting the regions free from Omi control with other Omi-controlled areas. In other 
words, the research outcomes in the free regions reflect how the process of passing down the 
kijiya art changed in historical-geographical terms.
　In Shikoku, the kijiya worked from olden times at the foot of Mount Ishizuchi in Ehime 
Prefecture as well as at the base of Mount Tsurugi in Tokushima Prefecture, which are located at 
each end of the Shikoku mountain range. However, as the structures of the foot-operated lathes 
used in Ehime and Tokushima since early modern times are notably different, we concluded that 
the two areas were not closely related in kijiya genealogy. On the other hand, documents and 
tradition suggest the kijiya in Tokushima and Ehime were connected with the kijiya in Kuroe, 
Wakayama Prefecture, and Mimasaka, Okayama Prefecture, respectively.
　In Kyushu, Gogase Town in Miyazaki Prefecture was the only place where the rokuro lathe 
could be found, although we were able to confirm that the kijiya had taken two routes in moving 
from Yamaguchi and Ehime to Kyushu by referring to the records of forced registration as shrine 
parishioners and local history books. We also found traces of forced registration as far south as 
the southern part of Kumamoto Prefecture, but the practice did not cross the border with 
Kagoshima Prefecture.
　In Okinawa, we conducted research on the one foot-operated rokuro. Notable was how the 
kijiya art had been handed down. In Omi, the kijiya art was carried on in families for 
generations, while anyone choosing to learn wood turning skills could become a woodworker in 
Okinawa. In other words, in the areas not controlled by Omi, the kijiya art was no longer the 







具といえる。そのろくろを調査対象として、平成 29 年 11 月６日から 14 日に実施した四国・九州調査、
















































































４年（1647）の第１号簿冊に始まり明治 26 年（1893）に至る全 34 簿冊のうち、16 簿冊に四国廻国
























爪を持つろくろは極めて珍しいといえる（ろくろの基本構造及び各部の名称等は本論末尾の [ 図 - 9 ]、













































































































































































































































































































































































































































































基本構造 タテ受型 タテ受型 タテ受型
軸受部 段欠き 段欠き 段欠き
軸尻部 鉄芯金輪なし 鉄芯金輪なし 鉄芯金輪なし
軸形（材質） 円柱（木軸） 円柱（木軸） 円柱（木軸）
軸径（㎜） 62 74 81
軸長（㎜） 665 848 735
台長（㎜） 910 1020 835
爪数・配列 ４本平行 ４本平行 ４本平行 +１（センター）
127
四国・九州・沖縄地方の木地屋とろくろ
支柱の作業痕 わずかな凹み　 わずかな凹み　 なし
支柱下の釘 あ　り あ　り あ　り
軸受細部の溝 あ　り あ　り（片側のみ） あ　り
台　形　　 対称トンボ型 対称トンボ型 対称トンボ型
台　尻　　 一木型　　 一木型　　 一木型　　
注油孔 あり（スライド型、蓋なし）　 あり（蓋なし） あり（スライド型、蓋あり）


















































































































































































































からは昭和 26 年ころに足踏みからディーゼルの動力ろくろに変わり、さらにその 10 年後には電動
ろくろを導入していたことが記されている。
要約すれば、石垣島では江戸から明治期を通じて手引ろくろの時代が続き、大正の初期に足踏みろ































































































































































































































































































































































A 滋賀県 蛭谷・君ヶ畑 （＝木地屋の根源地）
B 徳島県 祖谷地方（東祖谷歴史民俗資料館＝足踏みろくろ No.61 ）
C 愛媛県 面河地方（面河山岳博物館＝足踏みろくろ No.62 ）


















集落名 神　社　名 寺　院　名 支配所名
蛭　谷 筒井神社 帰雲庵 筒井公文所






冊が最古である。蛭谷では明治 26 年（1893）までの 34 冊の記録が確認されている。また君ヶ畑では元禄７
年（1694）から明治５年（1872）までの 52 冊が残されている。
（３）木地屋の近江根源地説と御綸旨等の木地屋文書については次の二書に詳しい。 





　・約 200 年間で訪問した木地屋集落の総延べ数は 374 件。その県別内訳は











（６）『阿波国三好郡村誌・祖谷山舊記』復刻版　pp.201、212 ～ 213 
『ひがしいやの民俗』p.44 
『西祖谷山村史』pp.138 ～ 141
（７）注 ( ５ ) 前掲書 pp.46 ～ 47　（三）伊予と阿波の轆轤師文書
（８）轆轤師、得銭はいずれも西祖谷山村（現三好市）にあった地名である。 
轆轤師はかつてそう呼ばれていたが現在は西岡、得銭も現在は嘉字に改めて徳善。
（９）注 ( ３ ) 橋本、前掲書 pp.166 ～ 169　法政大学出版局　
（10）注 ( ５ ) 前掲書 p.48　（四）木地師阿波入国経路






（13）注 ( ５ ) 前掲書 pp.68 ～ 69　（二）工作具の革命・足踏みろくろ










（16）注 ( ３ ) 橋本、前掲書 p.143 には、『大岩助左衛門日記』の記述から、実際にはこれよりさらに古く天正４年


































（27）注 ( ５ ) 前掲書 pp.12 ～ 13
（28）注 (23) 前掲書









くろ」とした理由は『民具マンスリー』第 49 巻４号 2016.7　所収の拙稿「「ろくろ」の名称について」を参照され
たい）。
（30）注 ( ３ ) 橋本、前掲書 pp.169 ～ 174
（31）注 (19) 杉本、前掲書 pp.795 ～ 1025　豊前、豊後、薩摩、肥後、日向の各国の木地屋について詳述あり。
（32）注 ( ３ ) 橋本、前掲書 p.855 鹿児島藩文書について、p.859 木地山（地名・姓）について、p.863 木地山（地名・姓）
について、p.865 轆轤（姓）について、p.866 軸屋（姓）について、p.868 木地山（地名）について、p.869 軸屋（姓）
について
（33）注 ( ３ ) 橋本、前掲書　p.860　木地山休八家の来歴　　p.864　木地山杢治家、木地山喜地郎家の来歴
（34）今まで調査した資料（木軸手引ろくろ）60 件の軸径の平均値は 57.7mm で、径が 80mm を超えるものは本資
料含めて三例しかない。
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（46）注 (44) 前掲書 第３章第８節諸職　二、挽物　pp.752 ～ 772　
以下、市史からの引用または概要紹介はすべてこの「二、挽物」の中の記述による。















（52）注 (44) 前掲書 p.752
（53）NTT ハローページ　鹿児島県霧島市版
（54）名字由来 net による。　　https://myoji-yurai.net/
（55）注 ( 3 ) 橋本、前掲書 pp.7 ～ 16、pp.118 ～ 126
（56）平成 29 年度首里城公園企画展「琉球王国のもよう」展示室Ⅱにおける解説パネル文より引用。
（57）『URUSHI ふしぎ物語―人と漆の 12000 年史―』p.266 図２に 15 世紀の丸櫃「黒塗菊花鳥虫沈金丸外櫃及
び緑塗鳳凰沈金内丸櫃」が掲載されている。また『首里城に魂を！』p.24 に 16 世紀の食籠（図 18「黒漆菊花
鳥虫七宝繋沈金食籠」）と pp.26 ～ 27 に 16 世紀の丸櫃（図 20「黒漆牡丹七宝繋沈金丸櫃」、図 21「黒漆日輪
鳳凰瑞雲点斜格子沈金丸櫃」）２点が掲載されている。
（58）注 (56) 前掲文の 16 世紀の食籠（図 18）の解説及び丸櫃（図 20、21）の解説による。




（60）注 (57) 前掲書『首里城に魂を！』p.34 の図 28 の解説文
（61）注 (59) 高橋、前掲論文 p.17
（62）注 (57) 前掲書『首里城に魂を！』p.70　
















愛媛県史編さん委員会編 1984『愛媛県史 地誌Ⅱ（中予）』愛媛県 
永源寺町史編さん委員会編 2001『永源寺町史　木地師編　上巻』永源寺町
五ヶ瀬町編 1981『五ヶ瀬町史』p.694　五ヶ瀬町　福岡 : 第一法規出版






石垣市史編集委員会編 1994『石垣市史各論編 民俗上』pp.752 ～ 772、765　石垣市
石垣市総務部市史編集室編 1999『八重山島年来記』（石垣市史叢書 13）p.53　石垣市
石澤兵吾 1889『琉球漆器考』pp.3 ～４東陽堂
喜多源内 1922『西祖谷山村史』pp.138 ～ 141　
久万町誌編集委員会編 1989『久万町誌』
国立歴史民俗博物館編 2017『URUSHI ふしぎ物語―人と漆の 12000 年史―』p.266
牧野信之助 1938『土地及び聚落史上の諸問題』p.306  東京 : 河出書房
三好郡行政組合編 1996『阿波国三好郡村誌・祖谷山舊記』（復刻版）pp.201、212 ～ 213
西口武司著、久万高原郷土会編 2011『久万山物語』p.227 久万高原町教育委員会
小椋裕樹 2016「ろくろの名称について」『民具マンスリー』第 49 巻４号 p.13　神奈川大学日本常民文化研究所
面河村村誌編集委員会編 1980『面河村誌』 面河村
琉球漆器事業協同組合編 1991『琉球漆器  歴史と技術・技法』pp.45、116 ～ 117　那覇市
杉本寿 1976『木地師制度の研究』第二巻 pp.433、444、795 ～ 1025　大阪 : 清文堂出版　
首里城公園管理部編 2012『首里城に魂を！― 国内唯一の赤い城　二十年のストーリー』p.24、26、27、34、70　
那覇 :（財）海洋博覧会記念公園管理財団
高橋隆博 1994「古代の漆芸技法 ― 券胎」『日本美術工芸』６月号 pp.11 ～ 17　大阪 : 日本美術工芸社
徳島県郷土文化会館民俗文化財編集委員会編 1983『民俗文化財集　阿波の木地師』
　pp.10 ～ 11（図版 18 及び中段の説明）、12 ～ 13、46 ～ 48、60、68 ～ 69　徳島 : 徳島県郷土文化会館
碓井哲也 2012『木地師・熊・狼　高千穂郷・山の民の生活史』みやざき文庫 88　pp.48 ～ 50　宮崎 : 鉱脈社
山国町教育委員会編 2005『民俗文化財集「山国町の木地師」』p.12　山国町教育委員会
山中漆器漆工史編集委員会編 1974『山中漆工史』pp.51 ～ 53　山中漆器商工業協同組合
